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令
和
八
年
度
町
政
執
行
方
針

　

工
藤
昇
町
長
は
、
七
期
目
の
町
政
執
行
に
あ
た
り
、
令
和
八
年
第
二
回
上
ノ
国
町
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ま
し
た
。

第６次上ノ国町総合計画基本理念
「安心・安全」 事故や災害、犯罪から守られ生活

者の視点を大切にして

「学び・自律」 学びあいの中から、自ら考え自ら
を律し、創意工夫で

「参画・協働」 互いに手を取り合い、共に協力
し、知恵を持ち寄って

は
じ
め
に

　

町
議
会
の
皆
様
、
そ
し
て
町
民
の

皆
様
、
令
和
八
年
第
二
回
上
ノ
国
町

議
会
定
例
会
の
開
会
に
当
た
り
、
私

か
ら
七
期
目
の
町
政
執
行
に
対
す
る

基
本
姿
勢
と
本
年
度
に
お
け
る
施
策

方
針
に
つ
い
て
申
し
上
げ
、
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

私
は
、
去
る
令
和
八
年
五
月
二
十

四
日
に
執
行
さ
れ
ま
し
た
上
ノ
国
町

長
選
挙
に
お
い
て
、
七
度
目
の
立
候

補
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
と
こ

ろ
、
町
民
の
皆
様
か
ら
身
に
余
る
ご

支
持
を
賜
り
、
無
投
票
に
よ
り
、
悠

久
の
歴
史
と
伝
統
に
輝
く
上
ノ
国
町

の
町
長
と
し
て
、
引
き
続
き
町
政
を

担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
町
民
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
信
頼
と
期
待
を
重
く
受
け
止
め
、

改
め
て
そ
の
責
任
の
大
き
さ
に
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
六
期
二
十
四
年
間
を

顧
み
ま
す
と
、
就
任
当
時
の
厳
し
い

財
政
状
況
を
乗
り
越
え
る
た
め
、
行

財
政
改
革
に
よ
る
財
政
健
全
化
を
最

優
先
課
題
と
し
て
取
り
組
み
、
そ
の

を
守
る
取
組
と
、
将
来
の
上
ノ
国
町

を
支
え
る
新
た
な
力
を
育
て
る
取
組

を
、
同
時
に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

令
和
七
年
度
は
「
Ｇ
Ｘ
元
年
」
と

位
置
付
け
、
脱
炭
素
社
会
へ
の
転
換

と
地
域
振
興
を
一
体
的
に
進
め
る
た

め
の
基
盤
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。
檜
山
沖
が
海
洋
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
整
備
促

進
区
域
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
本

町
に
と
っ
て
大
き
な
転
換
点
で
あ
り

ま
す
。

　

令
和
八
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
準

備
を
具
体
的
な
取
組
に
つ
な
げ
る
年

と
し
て
、
風
力
発
電
を
単
な
る
発
電

事
業
に
と
ど
め
ず
、
町
の
新
た
な
基

幹
産
業
と
し
て
育
て
、
企
業
誘
致
、

雇
用
創
出
、
町
財
政
の
強
化
へ
と
結

び
付
け
て
ま
い
り
ま
す
。

１
創
意
工
夫
で
地
域
の
活
力
を

起
こ
す
産
業
交
流
の
ま
ち

■
風
力
産
業
を
核
と
し
た
地
域
振
興

　

ま
ず
始
め
に
、
風
力
産
業
を
核
と

し
た
地
域
振
興
に
つ
い
て
申
し
上
げ

ま
す
。
陸
上
風
力
発
電
に
加
え
、
檜

後
、
農
林
水
産
業
や
商
工
観
光
業
な

ど
地
域
産
業
の
基
盤
強
化
、
十
八
歳

ま
で
の
医
療
費
無
償
化
、
保
育
料
お

よ
び
学
校
給
食
費
の
負
担
軽
減
、
子

ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備
、
情
報

通
信
環
境
や
防
災
体
制
の
充
実
な
ど
、

町
民
生
活
に
直
結
す
る
施
策
を
一
つ

ひ
と
つ
積
み
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
町
の
恵
ま
れ
た
風
況
を

活
か
し
た
陸
上
風
力
発
電
の
推
進
に

よ
り
、
町
財
政
を
支
え
る
新
た
な
財

源
を
確
保
し
、
そ
の
財
源
を
子
育
て

支
援
や
福
祉
、
教
育
、
生
活
環
境
の

整
備
に
活
用
す
る
循
環
を
築
い
て
ま

い
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
取
組
は
、

町
議
会
を
は
じ
め
、
町
民
の
皆
様
の

深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
が
あ
っ
て
こ

そ
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
で
あ

り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

七
期
目
に
当
た
り
ま
し
て
は
、

「
持
続
可
能
な
ふ
る
さ
と
上
ノ
国
を

次
の
世
代
へ
」
と
い
う
思
い
を
新
た

に
し
て
お
り
ま
す
。
本
町
が
直
面
す

る
課
題
は
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢

化
、
産
業
の
担
い
手
不
足
、
財
源
確

保
、
公
共
施
設
や
生
活
基
盤
の
維
持

な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
一
つ
ず
つ
解
決
し

て
い
く
た
め
に
は
、
町
民
の
暮
ら
し
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２
だ
れ
も
が
生
涯
健
や
か
に

自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
ま
ち

■
子
育
て
、
健
康
、
福
祉

　

次
に
、
子
育
て
、
健
康
、
福
祉
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。
子
育
て
支

援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
本

町
が
先
駆
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
十

八
歳
ま
で
の
医
療
費
無
償
化
、
保
育

料
、
学
校
給
食
費
、
学
童
保
育
負
担

金
な
ど
の
負
担
軽
減
を
継
続
し
、
子

育
て
世
帯
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環

境
を
守
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

妊
婦
健
診
、
出
産
、
不
妊
治
療
、
子

育
て
世
帯
へ
の
支
援
な
ど
、
妊
娠
期

か
ら
出
産
、
子
育
て
ま
で
切
れ
目
の

な
い
支
援
を
充
実
さ
せ
、
地
域
で
子

ど
も
を
育
て
る
体
制
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

３
自
然
と
共
生
し
み
ん
な
で
創
る

ゆ
と
り
あ
る
安
心
安
全
の
ま
ち

■
脱
炭
素
化
と
生
活
環
境
の
向
上

　

次
に
、
脱
炭
素
化
と
生
活
環
境
の

向
上
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
内
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
や
地
球
温
暖
化
対
策
の

取
組
を
進
め
る
と
と
も
に
、
街
路
灯

■
商
工
業
お
よ
び
観
光
の
振
興

　

次
に
、
商
工
業
お
よ
び
観
光
の
振

興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
商
工
会
、
観

光
協
会
、
観
光
振
興
公
社
な
ど
関
係

団
体
と
の
連
携
を
強
化
し
、
道
の
駅

「
も
ん
じ
ゅ
」
を
核
と
し
た
物
産
販

売
、
観
光
情
報
の
発
信
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
、
特
産
品
開
発
へ
の
支

援
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
地
元
の

農
水
産
物
や
加
工
品
の
販
路
拡
大
、

ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
拡
充
に
よ

り
、
地
域
産
業
と
町
財
政
を
支
え
る

取
組
を
一
層
強
化
い
た
し
ま
す
。
町

の
産
品
を
町
内
だ
け
で
な
く
町
外
へ

発
信
し
、
販
売
機
会
を
広
げ
る
こ
と

で
、
生
産
者
や
事
業
者
の
所
得
向
上

に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
道
の
駅
「
も
ん
じ
ゅ
」、

勝
山
館
跡
を
は
じ
め
と
す
る
歴
史
文

化
資
源
、
自
然
景
観
、
食
、
体
験
な

ど
を
組
み
合
わ
せ
、
町
内
で
の
飲
食
、

買
い
物
、
体
験
、
宿
泊
、
特
産
品
購

入
に
つ
な
が
る
観
光
・
交
流
の
仕
組

み
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
単
に
人
を

呼
び
込
む
だ
け
で
は
な
く
、
町
内
で

お
金
が
回
り
、
地
域
の
仕
事
に
つ
な

が
る
観
光
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
地
域
産
業
の
振
興

　

次
に
、
地
域
産
業
の
振
興
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
す
。
農
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
、
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
な
ど
本
町
の
特
別
振
興
作
物

の
安
定
生
産
と
収
量
増
を
図
る
た
め
、

施
設
栽
培
作
付
拡
大
促
進
事
業
に
よ

る
農
業
用
施
設
整
備
へ
の
支
援
を
継

続
す
る
と
と
も
に
、
農
業
経
営
の
多

角
化
に
資
す
る
新
規
導
入
作
物
へ
の

取
組
を
後
押
し
し
て
ま
い
り
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
国
の
農
業
政
策
が
大
き

な
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
そ
の
動
向
を
的
確
に
把
握
し

な
が
ら
、
地
域
の
実
情
に
沿
っ
た
支

援
策
を
検
討
し
、
持
続
可
能
な
農
業

経
営
を
支
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
水
産
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ナ
マ
コ
、
ウ
ニ
、
エ
ゾ
バ
カ
貝
な
ど

の
資
源
管
理
型
漁
業
や
「
つ
く
り
育

て
る
漁
業
」
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

漁
具
・
漁
網
な
ど
の
整
備
へ
の
支
援

を
継
続
し
、
漁
業
者
の
経
営
安
定
と

新
た
な
挑
戦
を
後
押
し
し
て
ま
い
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
サ
ー
モ
ン
養
殖
実

証
実
験
な
ど
へ
の
支
援
を
通
じ
て
、

新
た
な
水
産
資
源
の
可
能
性
を
探
り
、

水
産
物
の
安
定
供
給
、
所
得
向
上
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
ま

い
り
ま
す
。

山
沖
洋
上
風
力
発
電
の
実
現
に
向
け

た
取
組
は
、
建
設
、
維
持
管
理
、
部

品
供
給
、
港
湾
利
用
、
関
連
企
業
の

進
出
、
地
元
企
業
の
参
入
、
人
材
育

成
な
ど
、
幅
広
い
分
野
へ
の
波
及
効

果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
発
電
に
よ
る

電
力
供
給
や
固
定
資
産
税
な
ど
の
財

源
確
保
だ
け
を
見
据
え
る
の
で
は
な

く
、
風
力
に
関
わ
る
仕
事
と
人
の
流

れ
を
町
内
に
生
み
出
し
、
若
い
世
代

が
働
き
、
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
の
で

き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
で

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
国
、
北
海

道
、
関
係
町
、
事
業
者
、
港
湾
関
係

者
、
教
育
機
関
な
ど
と
連
携
し
、
事

業
者
公
募
や
地
域
共
生
策
に
的
確
に

対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
風

車
の
保
守
管
理
人
材
を
育
成
す
る
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
誘
致
を
は

じ
め
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
や
関
連
企

業
の
誘
致
、
工
事
関
係
者
等
の
受
入

れ
に
必
要
な
宿
泊
環
境
の
整
備
な
ど
、

将
来
を
見
据
え
た
取
組
を
進
め
ま
す
。

風
力
産
業
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る

雇
用
、
交
流
、
財
源
を
、
子
育
て
、

福
祉
、
教
育
、
防
災
、
産
業
振
興
へ

還
元
し
、
持
続
可
能
な
町
政
運
営
に

つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
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意
の
も
と
、
町
民
の
皆
様
と
と
も
に
、

誇
り
を
持
っ
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま

ち
づ
く
り
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い

り
ま
す
。
町
政
の
発
展
は
、
町
民
の

皆
様
と
町
議
会
議
員
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
実
現
で

き
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
、

温
か
い
ご
協
力
と
力
強
い
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
を

申
し
上
げ
、
令
和
八
年
度
町
政
執
行

方
針
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
公
用
車
更
新
時
に
お

け
る
電
気
自
動
車
や
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

車
の
導
入
な
ど
、
町
と
し
て
で
き
る

取
組
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

脱
炭
素
化
は
、
単
に
二
酸
化
炭
素
の

排
出
量
を
削
減
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
域
の
力
と
し
て
活

用
し
、
町
民
生
活
の
安
心
と
産
業
振

興
に
つ
な
げ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

■
公
共
交
通
と
生
活
基
盤

　

次
に
、
公
共
交
通
と
生
活
基
盤
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。
令
和
七
年

度
か
ら
運
行
を
開
始
し
た
Ａ
Ｉ
デ
マ

ン
ド
バ
ス
「
カ
ミ
Ｇ
Ｏ
！
」
に
つ
き

ま
し
て
は
、
電
話
、
ア
プ
リ
、
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
で
予
約
で
き
、
こ
れ
ま
で
路
線

バ
ス
が
入
り
に
く
か
っ
た
地
域
に
お

い
て
も
利
用
し
や
す
い
新
し
い
公
共

交
通
と
し
て
、
町
民
の
移
動
を
支
え

る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

令
和
八
年
度
に
お
い
て
も
運
行
状
況

を
検
証
し
な
が
ら
、
通
院
、
買
い
物
、

公
共
施
設
の
利
用
な
ど
、
日
常
生
活

に
必
要
な
移
動
手
段
を
確
保
し
、
高

齢
者
や
交
通
弱
者
だ
け
で
な
く
、
子

ど
も
や
子
育
て
世
帯
に
も
利
用
し
や

す
い
仕
組
み
へ
改
善
を
重
ね
て
ま
い

り
ま
す
。

に
は
、
ご
み
出
し
の
管
理
や
家
庭
菜

園
な
ど
の
誘
引
物
の
除
去
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
事
故
な
く
対
応
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も

緊
張
感
を
持
っ
て
関
係
機
関
と
連
携

し
、
町
民
生
活
の
安
全
確
保
に
万
全

を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。

む
す
び
に

　

以
上
、
令
和
八
年
度
の
町
政
執
行

に
臨
む
基
本
的
な
方
針
を
述
べ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

町
づ
く
り
は
、
行
政
だ
け
で
成
り

立
つ
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
民
間

や
地
域
の
力
、
若
い
世
代
の
挑
戦
、

そ
し
て
町
民
一
人
ひ
と
り
の
思
い
が
、

上
ノ
国
の
未
来
を
つ
く
り
ま
す
。
役

場
に
お
き
ま
し
て
も
、
業
務
改
善
や

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
、
職
員
の
自

律
的
な
学
び
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

外
部
の
知
見
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
、
空
き
家
活
用
、

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
改
善
、
ふ
る
さ
と
納
税

や
販
路
拡
大
な
ど
、
町
民
の
利
便
性

向
上
と
地
域
経
済
の
底
上
げ
に
結
び

付
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
は
、「
持
続
可
能
な
ふ
る
さ
と

上
ノ
国
を
次
の
世
代
へ
」
と
い
う
決

■
空
き
家
対
策

　

次
に
、
空
き
家
対
策
に
つ
き
ま
し

て
は
、
危
険
空
き
家
の
除
却
支
援
に

加
え
、
空
き
家
を
地
域
の
資
源
と
し

て
活
用
す
る
取
組
を
進
め
ま
す
。
地

域
活
性
化
起
業
人
や
民
間
の
知
見
を

活
か
し
、
ワ
ー
キ
ン
グ
ハ
ウ
ス
、
交

流
拠
点
、
民
泊
な
ど
へ
の
活
用
可
能

性
を
探
り
、
所
有
者
や
地
域
の
皆
様

と
丁
寧
に
相
談
し
な
が
ら
、
無
理
の

な
い
形
で
地
域
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
旧
校
舎

や
町
有
施
設
に
つ
い
て
も
、
地
域
資

源
と
し
て
の
価
値
を
見
直
し
、
新
た

な
産
業
や
交
流
の
拠
点
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

■�

町
内
各
地
で
の
ヒ
グ
マ
出
没
へ
の

対
応

　

最
後
に
、
町
内
各
地
で
の
ヒ
グ
マ

出
没
へ
の
対
応
に
つ
き
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
「
命
を
守
る
」
こ
と
を
最

優
先
に
、
関
係
機
関
と
の
連
携
、
迅

速
な
情
報
共
有
、
出
没
状
況
の
把
握
、

捕
獲
体
制
の
確
保
、
被
害
防
止
対
策

を
徹
底
し
て
ま
い
り
ま
す
。
令
和
七

年
は
、
ヒ
グ
マ
の
出
没
対
応
が
本
町

に
と
っ
て
大
き
な
課
題
と
な
っ
た
一

年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
町
民
の
皆
様

　

令
和
８
年
第
２
回
上
ノ
国
町
議

会
定
例
会
に
お
い
て
、
任
期
満
了

に
伴
う
副
町
長
の
選
任
の
人
事
案

件
が
提
案
さ
れ
、
現
副
町
長
の
疋

田
英
夫
氏
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
令
和
８
年
７
月
１
日
か

ら
令
和
12
年
６
月
30
日
ま
で
と
な

り
ま
す
。

疋
田
氏
が
副
町
長
に
再
任
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問い合わせ先　�国保・後期高齢者　　上ノ国町役場　住民課　戸籍保険グループ 
　　　　　　　　　　☎０１３９－５５－２３１３

◆高額療養費の上限額が変わります
　�　今回の見直しにより、所得区分ごとの自己負担限度額が引き上げられるため、一部の方はこれ
までより自己負担額が増える場合があります。ご自身の所得区分や上限額については、以下の表
をご確認ください。

※〈　〉は多数回答該当の数

～ほかにも負担を軽減する仕組みがあります～
●多数回該当
　直近１２か月以内に３回以上、上限に達した場合、４回目から上限額が下がります。
●外来特例（７０歳以上で現役並み以外の方）
　�外来診療だけの月の上限額があります。さらに、年間の上限額が設定され、月ごとの自己負担
額が積み上がっても、上限額に達した後は、還付を受けることができます。

【この機会にマイナ保険証の利用登録をご検討ください】
　高額療養費制度を利用する際は、限度額適用認定証の事前申請が不要となり、窓口での支払いを
自己負担限度額までに抑えることができます。

上記以外の方は、現在ご加入の健康保険へお問い合わせください。

令和８年８月から『高額療養費制度』が見直されます
　高額療養費制度とは、ひと月に医療機関に支払った額が高額になった場合に、定められた上
限額を超えて支払った額を払い戻す制度です。上限額は、個人や世帯の所得に応じて決まって
います。

適用区分
年収目安

入院＋外来
【月額上限】
（世帯ごと）

入院＋外来
【年間上限】
（世帯ごと）

外来
（個人ごと）

※70歳以上のみ
70歳
未 満

70歳
以 上

区分ア 現役並みⅢ 約1,160万円～ 27.03万円＋１％
〈14.01万円〉 168万円 －

区分イ 現役並みⅡ 約770万円～
約1,160万円

17.91万円＋１％
〈9.3万円〉 111万円 －

区分ウ 現役並みⅠ 約370万円～
約770万円

8.58万円＋１％
〈4.44万円〉 53万円 －

区分エ 一般Ⅰ・Ⅱ ～約370万円 6.15万円
〈4.44万円（※１）〉

53万円
（※２）

月額上限2.2万円
（年間上限21.6万円）

区分オ ― 住民税非課税
【70歳未満】

3.69万円
〈2.46万円〉 29万円 －

－ 住民税
非課税世帯Ⅱ

住民税非課税
【70歳以上】

2.57万円
〈2.46万円〉 29万円 月額上限1.1万円

（年間上限9.6万円）

－ 住民税
非課税世帯Ⅰ

一定所得以下
（年金収入約80万円以下など）

【70歳以上】
1.57万円 18万円 月額上限８,000円

◆長期治療・継続治療の負担が軽減されます
長期間の治療などで高額な医療費がかかる場合でも、１年間の負担が大きくなりすぎないよう、
新たに年間上限額が設けられます。
以下の方は医療費負担が軽くなる場合があります。
●これまで「多数回該当」に該当しなかった方　●極めて高額な医療を受けた方
●現在、毎月高額療養費を利用している方　　　●見直しにより「多数回該当」の対象から外れる方



広報かみのくに
2026年8月号 66

４６名が熱戦！　パークゴルフ大会開催４６名が熱戦！　パークゴルフ大会開催

『Ｒｅ：Ｐａｉｒステイ』 第２期を開催！『Ｒｅ：Ｐａｉｒステイ』 第２期を開催！

大盛況！『てっくい海鮮まつり』大盛況！『てっくい海鮮まつり』

　７月３日㈮、天の川ふれあい広場で、『第２１
回北海道市町村職員年金者連盟檜山支部パークゴ
ルフ大会』が開催されました。
　この大会は、会員同士の親睦と健康増進を目的
に毎年開催されているもので、町内外の６４歳か
ら９１歳までの４６名が熱戦を繰り広げました。
　参加者は一打一打に真剣に向き合いながらも、
ナイスショットには拍手を送り合うなど、和やか
な雰囲気の中でプレーを楽しみました。
　競技終了後の表彰式では、成績上位者への表彰
のほかホールインワン賞や敢闘賞などが贈られ、
参加者からの大きな拍手で健闘をたたえ合うな
ど、会員同士の交流を深める一日となりました。

　７月４日㈯から７日㈫まで、中須田地区で町と
ＡＫＩＹＡＳＯＦＴ共催の空き家リノベーション
体験イベント『Ｒｅ：Ｐａｉｒステイ』第２期が
開催されました。
　イベントには関東圏と町内から計４名が参加
し、空き家を民泊施設として活用することを目
指し、壁の部分撤去や塗装などのＤＩＹに取り
組みました。ほかにも、町内観光や歴史ガイドツ
アー、地域住民との交流を通じて、上ノ国町の歴
史や食、自然の魅力を体感しました。
　参加者は、「町民の方の対応が温かく、素敵な
町でした。」と話し、関係人口の拡大につながる
取り組みとなりました。

　７月４日㈯、汐吹漁港で『てっくい海鮮まつ
り』が開催されました。
　この催しは、町で水揚げされる新鮮な魚介類の
魅力を広く発信し、販路拡大につなげることを目
的としています。
　今回は記念すべき第１０回目となり、町内外か
ら約８００名が来場。会場には「てっくい（ヒラ
メ）」をはじめ、アワビやウニ、タコなどが並び、
開始前から長い列ができるほどのにぎわいを見せ
ました。札幌から訪れた医大生は「こんなに大き
なヒラメは初めて見ました。」と笑顔で話し、最
後のビンゴ大会では豪華な海産物が景品として用
意され、大盛り上がりの一日となりました。
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地元食材をプロの技で堪能！ガストロノミー開催地元食材をプロの技で堪能！ガストロノミー開催

地域への感謝を胸に　『第４４回上高祭』地域への感謝を胸に　『第４４回上高祭』

まちを元気に！～商工会青年部ビアガーデンが開催まちを元気に！～商工会青年部ビアガーデンが開催

　７月４日㈯、道の駅上ノ国もんじゅで『上ノ国
ガストロノミー２０２６』が開催され、町内外か
ら約５０名が参加しました。
　この催しは、昨年発表した「賢食宣言」に基づ
き、食を通じて地域の魅力を発信することを目的
に開催されたものです。全日本司厨士協会北海道
地方本部などのシェフ４名が、町内産食材を使っ
た２１品を振る舞い、参加者は、町内産食材の魅
力を活かした多彩な料理を堪能しました。
　「素材の味が活かされている」「来年も参加した
い」といった声も聞かれ、会場は地元食材の魅力
を味わいながら交流を楽しむ参加者の笑顔であふ
れていました。

　７月１１日㈯と１２日㈰、上ノ国高校で『第
４４回上高祭』が開催されました。
　１日目は、各学年が趣向を凝らして制作した行
灯を担いで町内を練り歩く行灯行列を実施し、沿
道の町民から温かい声援が送られました。夜に
は、クラウドファンディングなどの支援で実現し
た花火大会が行われ、夜空を鮮やかに彩りまし
た。
　２日目の一般公開では、ステージ発表や『上ノ
国音頭』などが披露され、来場者も一緒に踊るな
ど世代を超えた交流が生まれました。
　生徒たちの創意工夫と地域の支えにより、笑顔
あふれる上高祭となりました。

　７月１１日㈯、商店街駐車場で商工会青年部主
催のビアガーデンが『第４４回上高祭』に合わせ
て開催されました。
　朝は曇り空で開催が心配されましたが、午後に
は天候も回復し、多くの来場者でにぎわいまし
た。地場産食材を使用したＢＢＱセットやコロッ
ケも人気を集め、来場者は焼き台を囲みながら、
ビ－ルとともに食事を楽しみました。
　ラムネの早飲み競争は、「がんばれー」の声援
が飛び交うなか、参加者が一気にラムネを飲み干
す姿に大きな拍手が送られました。締めくくりに
は、上高祭の色とりどりの花火が打ち上がり、来
場者にとって忘れられない夜となりました。
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７
月
２
日
㈭
・
３
日
㈮
の
２
日
間
に
わ

た
り
、
上
ノ
国
、
河
北
の
両
小
学
校
の
６

年
生
計
29
名
が
修
学
旅
行
で
青
森
県
を
巡

り
ま
し
た
。

　

初
日
は
津
軽
藩
ね
ぷ
た
村
を
訪
れ
、
大

型
ね
ぷ
た
の
迫
力
あ
る
展
示
を
見
学
し
た

ほ
か
、
吊
り
こ
ま
の
絵
付
け
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
は
弘
前
城
や
最
勝
院
の
五
重

塔
を
見
学
し
、
青
森
県
の
歴
史
や
文
化
に

触
れ
る
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
浅
虫
水
族
館
を
訪
れ
、
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
イ
ル
カ
シ
ョ
ー
を
楽
し
ん

だ
ほ
か
、
ね
ぶ
た
の
家
ワ
・
ラ
ッ
セ
で
は
、

ね
ぶ
た
の
前
で
お
囃
子
に
合
わ
せ
て
跳
ね

る
「
ハ
ネ
ト
」
を
体
験
し
、
ね
ぶ
た
祭
り

の
雰
囲
気
を
味
わ
い
ま
し
た
。
最
後
は
三

内
丸
山
遺
跡
に
赴
き
、
縄
文
時
代
の
集
落

の
姿
な
ど
を
学
習
し
ま
し
た
。

　

こ
の
二
日
間
を
通
じ
、
北
海
道
と
は
異

な
る
文
化
や
風
土
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

た
ほ
か
、
両
校
が
行
動
を
共
に
し
、
交
流

を
重
ね
た
こ
と
で
、
互
い
の
親
睦
が
一
層

深
ま
っ
た
修
学
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

【皆の思い出が詰まった一枚！】

図書だより

＊空き家と移住 垣谷美雨／著
＊おりせ人形帖 由原かのん／著
＊ノスタルジア 島本理生／著

＊柩の狩人 大沢在昌／著
＊ブティック 池井戸潤／著
＊＃台所のあるところ 原田ひ香／著
＊片見里足立アフェクション 小野寺史宜／著
＊雨が降ったら 寺地はるな／著
＊めぐる糸　明治浪漫霊異譚 永井紗耶子／著
＊あなたが正しくいられたとき 芦沢央／著
＊多類婚姻譚 凪良ゆう／著
＊最後の晩餐 江國香織 他／著

図書新着ごあんない

＊読みたい本のリクエストや予約などは
お電話でも受け付けております。

＊申込先　教育委員会内・町民図書室
☎０１３９−５５−２２３０

河北・上ノ国小学校合同修学旅行で青森へ

持てる力を出し切った！中体連檜山大会結果　全道大会出場へ！
　６月下旬から７月上旬にかけて中体連檜山大会が開催され、上ノ国中学校の生徒は、それぞれ全力で試合
に挑みました。全道大会出場を果たした生徒へ、引き続き温かいご声援をお願いします！
中体連檜山大会結果（○は地域クラブ活動として参加）� ※入賞者・入賞チームのみ記載

●女子卓球部
　団体　１位
　個人　佐藤ののは １位
　　　　吉川　苺邑 ２位
　　　　伊藤　杏奈 ３位
　　　　渡邉　瑠奈 ５位

全道大会出場！

○柔道　上ノ国町柔道少年団
　女子個人戦
　　塚田　志織　１位

全道大会出場！
　男子団体戦　　２位
　男子個人戦
　　吉田　琥真　50㎏級 ２位
　　岩井　　湊　55㎏級 ２位
　　草間　輝也　66㎏級 ２位
　　塚田　直道　66㎏級 ３位
●野球部
　→３位
●女子バレーボール部
　→２位

●女子バスケットボール部
　→２位

○女子バレーボール　桧山Sfida（スフィーダ）
　→１位　　全道大会出場！

【全道大会出場を決めた卓球部】

●男子バスケットボール部
　→１位　　全道大会出場！

●男子卓球部
　団体　１位
　個人　鳴海　大空 ３位
　　　　安田　和生 ３位
　　　　斉藤隼太郎 ５位
　　　　福原　陸翔 ５位
　　　　山本　虎聖 ５位

全道大会出場！

○サッカー　CORAZON FC（コラソン エフシー）
　→１位　　全道大会出場！
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６
月
25
日
㈭
に
江
差
町
で
開
催
さ

れ
た
『
令
和
８
年
度
少
年
の
主
張
檜

山
地
区
大
会
』
に
上
ノ
国
中
学
校
２

年
生
の
杉
野
瑠る

り李
さ
ん
と
３
年
生
の

杉
村
瑚こ

な
つ夏
さ
ん
の
２
名
が
出
場
し
ま

し
た
。

　

杉
野
さ
ん
は
「
学
校
は
失
敗
し
て

い
い
と
こ
ろ
だ
」、
杉
村
さ
ん
は

「
学
ん
だ
こ
と
」
の
題
名
で
発
表
を

行
い
ま
し
た
。

　

大
舞
台
と
い
う
緊
張
感
の
な
か
、

二
人
と
も
大
き
な
声
で
し
っ
か
り
と

自
分
の
主
張
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

惜
し
く
も
檜
山
地
区
の
代
表
に
は

選
ば
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ
ま

で
の
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し

た
、
大
変
素
晴
ら
し
い
主
張
で
し
た
。

　

町
で
は
、
毎
年
８
月
15
日
に
「
20

歳
を
祝
う
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
参
加
者
を
盛
大
に
お
祝

い
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
祝
賀
交
流

会
に
、
保
護
者
や
ご
兄
弟
、
ご
友
人

も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
多
く
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
開
催
日
時

　

８
月
15
日
㈯

　

式
典　

午
後
３
時
～

　

祝
賀
交
流
会　

午
後
４
時
～

※�
対
象
者
は
式
典
の
事
前
説
明
が
あ

り
ま
す
の
で
、
午
後
２
時
ま
で
に

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

�

交
流
会
の
み
参
加
さ
れ
る
方
は
、

午
後
３
時
半
頃
に
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

■
開
催
場
所　

ジ
ョ
イ
・
じ
ょ
ぐ
ら

■
対
象
者
（
新
成
人
）

　

平
成
17
年
４
月
２
日
～

　

平
成
18
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

■
参
加
料　

千
円
（
対
象
者
は
無
料
）

■
申
込
方
法

　

二
次
元
コ
ー
ド
よ
り
８
月
７
日
㈮

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

７
月
４
日
㈯
、
夷
王
山
に
お
い
て

第
33
回
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
慰
霊
祭
が
開

催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
約
70
人
が
参

列
し
ま
し
た
。

　

慰
霊
祭
で
は
、
カ
ム
イ
ノ
ミ
（
神

へ
の
祈
り
）
や
イ
チ
ャ
ル
パ
（
先
祖

供
養
の
儀
式
）
が
執
り
行
わ
れ
、
参

列
者
は
厳
か
な
雰
囲
気
の
中
、
コ

シ
ャ
マ
イ
ン
の
戦
い
で
失
わ
れ
た
す

べ
て
の
命
を
弔
い
、
平
和
で
公
平
な

社
会
実
現
へ
の
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

慰
霊
祭
終
了
後
の
交
流
会
で
は
、

歌
や
踊
り
の
披
露
を
は
じ
め
、
ト
ン

コ
リ
な
ど
の
ア
イ
ヌ
の
伝
統
楽
器
に

よ
る
演
奏
や
、
和
人
と
ア
イ
ヌ
の
関

わ
り
を
題
材
と
し
た
劇
が
上
演
さ
れ

ま
し
た
。
町
内
か
ら
は
、
上
ノ
国
昔

踊
り
保
存
会
が
太
鼓
や
笛
、
唄
に
よ

る
生
演
奏
で
昔
踊
り
を
披
露
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
ア
イ
ヌ
文
化
に

触
れ
な
が
ら
参
加
者
同
士
が
交
流
を

深
め
る
姿
も
見
ら
れ
、
多
彩
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
ア
イ
ヌ
文
化
や

地
域
の
歴
史
へ
の
関
心
を
高
め
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

コ
シ
ャ
マ
イ
ン
慰
霊
祭
は
、
歴
史

を
後
世
へ
伝
え
る
と
と
も
に
、
異
な

る
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
、
互
い
を

尊
重
し
合
う
心
を
育
む
大
切
な
機
会

と
し
て
、
今
後
も
受
け
継
が
れ
て
い

き
ま
す
。

第
33
回
コ
シ
ャ
マ
イ
ン

慰
霊
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

令
和
８
年
度
20
歳
を
祝
う
会

の
開
催
に
つ
い
て

令
和
８
年
度
少
年
の
主
張
檜
山

地
区
大
会
に
参
加
し
ま
し
た

杉
野
さ
ん
（
右
）
と
杉
村
さ
ん
（
左
）

イチャルパの様子

交流会の様子

カムイノミの様子

二次元コード



今 月 は
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460
おしゃべりは最高の健康貯金！
〜健康貯金第２弾！！
会話が脳と心を元気にする〜

介護予防指導員　久末　陽子　です

◎《セルフチェック！あなたの健康貯金度》

◎判定

《「おしゃべり」がもたらす３つの健康効果》

《健康貯金のために！町の予防教室》

　皆さんは、毎日誰かと話しをしていますか？
　家族やご近所さんとの挨拶や何気ない会話には、脳や心を元気にし、介護予防につながる力が
あります。
　今回は、お金を貯めるように健康もコツコツ貯金する「健康貯金」の第２弾として「おしゃべ
り」がもたらす健康効果についてお伝えしていきます。

　　０～２個
　　　健康貯金がしっかりできています！今の生活習慣を続けていきましょう。
　　３～４個
　　　健康貯金のチャンスです！あいさつや電話などできることから始めてみましょう。
　　５個以上
　　　今日からコツコツ始めよう！家族や友人との会話など少しずつ始めてみましょう。

●脳の健康
　おしゃべりは身近な「脳のトレーニング」です！
●心の健康
　話すことで気持ちが軽くなり、笑顔につながります！
●体の健康
　�おしゃべりをすることが外出や散歩のきっかけとなり
足腰の健康につながります！

　町では、介護予防教室として
「いきいき教室」「ばっちり元気
教室」「ぴんぴん教室」を実施
しています。体操やレクリエー
ションを楽しみながら介護予防
に取り組み、一部の教室では保
育所の子どもたちや上ノ国高校
の学生と交流する機会もありま
す。気になる方はぜひご連絡く
ださい。

８８ 月は の納期の月です。
納期限内納付を！

納税には、確実で
便利な口座振替を！
財政課　税務グループ

町道民税� 第２期分
国民健康保険税　第２期分

問い合わせ先　地域包括支援センター　☎０１３９－５５－４４６０

□１日中誰とも話さない日がある　　　　　□外出する回数が減った
□人と会うのがおっくうになった　　　　　□最近あまり笑っていない
□家族や友人と話す機会が減った　　　　　□電話を掛けたり受けたりすることが減った
□「誰かと話したい」と感じることがある　□地域の集まりや趣味活動に参加していない

介護予防につながる介護予防につながる
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上ノ国町上ノ国町
地域活動支援センター地域活動支援センター
新規利用者募集中！新規利用者募集中！

個別相談・見学・体験も受付中！お気軽にお問い合わせください。
問い合わせ先　たまみずき北海道　☎0139－56－1203

Vol.086

令和８年度上ノ国町消防団総合訓練大会について

■問い合わせ先
　上ノ国消防署
　☎0139-55-2071

　６月２８日㈰、上ノ国町消防団総合訓練大会が開催されました。この大会は、「自分たちの町
は、自分たちで守る。」という精神で、日夜地域の消防活動に従事している消防団員が、日頃の
訓練の成果を披露、実演することにより、消防技術の向上と士気の高揚を図り、地域防災体制
の強化に役立てることを目的としています。訓練の姿や大会を見て消防団員に興味をもった方
は上ノ国消防署までご連絡ください。

地域おこし協力隊　佐々木　悠輔ＤＩＹイベント開催レポート
　北海道新聞さんの記事でご存じの方もいるかと思いますが、７月４日㈯から７月７日㈫の期間に
おいて、町で３泊４日のＤＩＹ（自分たちによるリフォーム）イベントを開催しました。今回の参
加者は関東地方から３名と町内から１名（計４名）でした。
　この企画は、空き家のＤＩＹや食事、宿泊などの共同生活を通して交流を図りつつ、町の魅力を
体験してもらうことで、若年層の関係人口創出につなげる目的で開催しました。
　これを企画した背景には、東京に住んでいたときに感じた私の思いがあります。東京で、高額な
家賃の支払いや先行きの不透明感を感じる中で、「こういうイベントがあれば参加したいなぁ」と
当時思っていたものを、今回かたちにさせていただきました。
　今回、東京から参加してくれた方からは「人生について考え直すいい機会になった」「毎晩みんな
と話す場が楽しくて、寝るのがもったいなく感
じた」「２拠点生活の可能性を考えられた」など
と話していて、ライフスタイルを変えたい人に
価値を感じてもらえる可能性を見出すことがで
きました。
　また、町外から参加してくれた方々が口をそ
ろえて言っていたのが「上ノ国町は良い人が多
い」でした。この企画が成り立ったのも協力し
ていただいた方々のおかげです。
　最終日の別れのあいさつでは、自然と「また
会いましょう！」や「行ってきます！」という
言葉が交わされ、私自身も今後につながる貴重
な経験をさせていただきました。 「地域交流を楽しむ様子」

地域おこし協力隊だより
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こころの
健康相談

◇日　　時　８月２１日㈮　１４時〜１５時　 ◇場　所　北海道江差保健所
◇申込受付　実施日の前週金曜日午前中まで　 ◇相談料　無料
◇問い合わせ先　江差保健所　☎０１３９−５２−１０５３

道 立 江 差 病 院 だ よ り ５0 ２1 －－ ０9 ０3 ３６☎
診
療
科
、
曜
日
に
よ
っ
て
担
当
医
が
変
わ
り
ま
す
。
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

詳しくは、病院局のＷｅｂまたは
右の二次元コードをご確認ください。

◎看護職員などを募集しております◎

膝をいたわって健康的な生活を
　年齢を重ねるにつれ、膝の痛みにお悩みではありませんか？変形性膝関節症は、痛みや歩きに
くさなど生活で困ることが多くなる疾患です。この疾患の予防や進行を緩やかにするために、運
動が有効とされています。今回から効果的な運動や必要な知識をわかりやすく説明します。
変形性膝関節症とは？
　膝の軟骨が少しずつ減少し、変形した
り骨がこすれたりして痛みが起こる病気
です。症状としては、痛みや水がたまる、
こわばりなどが生じます。
　骨と骨がぶつかって軟骨がすり減り、
滑膜の炎症を引き起こすこともあります。 正常

理学療法士　田口　明
診療日は予定であり変更になる場合もあります。事前に病院にご確認の上、
受診してください。
※診療受付時間
　午前…8時00分〜11時30分（初診の方は、9時00分〜）
　午後…1時00分〜  2時30分
　予約受付時間（定期患者のみ）午後1時00分〜午後4時00分

※日本理学療法士協会理学療法ハンドブックより

外来診療体制・８月の診療予定外来診療体制・８月の診療予定
総 合 診 療 科 午前　月から金曜日（午前11時までの受付）

整 形 外 科 午前　月,火，金曜日
午後　水,金曜日（午前、午後診療いずれも完全予約制）

循 環 器 内 科 午前　月から金曜日（初診は月,火,木,金曜日。水曜日の再診は予約のみ）
午後　月，木，金曜日（初診は月,金曜日。木曜日の再診は予約のみ）

消 化 器 内 科 午前　4日㈫，25日㈫（午前11時までの受付）
午後　4日㈫（完全予約制），20日㈭，25日㈫（完全予約制）

呼 吸 器 内 科 午前　金曜日（午前11時までの受付）
午後　木曜日

神 経 内 科 午前　14日㈮，28日㈮
総　合　診　療  （ 外　科 ）午前　火から木曜日
外 科 専 門 外 来 午前　17日㈪（午前11時までの受付）

小 児 科 午前　月から金曜日
午後　火と木曜日（午後３時〜午後４時の受付）

泌 尿 器 科 午前　月から金曜日
午後　月曜日

精 神 科 午前　月から金曜日（初診は完全予約制）
午後　月，火，水曜日（完全予約制）

産 婦 人 科 午前　17日㈪，18日㈫，25日㈫（午前11時までの受付）
午後　17日㈪，24日㈪

耳 鼻 咽 喉 科
午前　4日㈫，5日㈬，12日㈬，13日㈭，18日㈫，19日㈬，27日㈭
　　　（午前11時までの受付）
午後　12日㈬，26日㈬

眼 科

午前　13日㈭，27日㈭（予約以外の初診受付午前11時まで）
午後　5日㈬，19日㈬，26日㈬
　　　�コンタクトレンズを希望する患者様へ 

当院で以前調整した患者様のみ対応いたします。
　　　眼鏡の処方は、午後の診療受付になります。

皮 膚 科 午前　火曜日

変形性膝関節症

滑膜
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住民課窓口にて行う、マイナンバーカードの休日・夜間申請サポートおよび交付を希望される方は、
事前予約が必要です。予約をしていない方の対応はできませんのでご注意ください。
※窓口の混雑状況などにより、ご希望に沿えない場合がございます。あらかじめご了承ください。
■申し込み・問い合わせ先　住民課　戸籍保険グループ　☎０１３９−５５−２３１３

申し込み・問い合わせ先　水道課　上下水道グループ　☎０１３９－５５－２３１４

　町では、下水道の排水設備指定工事店を指定するにあたり、工事などの責任技術者は北
海道排水設備工事責任技術者資格を有する方が専属して行うことを要件としています。
　ついては、北海道地方下水道協会が実施する試験内容が下記のとおり示されましたの
で、お知らせします。なお、既に登録している方は、受験の必要はありません。
■受付期間
　８月１７日㈪～８月２６日㈬
　※土・日曜日は除く
　午前９時００分～正午
　午後１時００分～午後３時３０分
■日　　時
　１０月１４日㈬
　午後１時３０分～午後３時３０分（１２０分）
■場　　所
　函館市勤労者総合福祉センター
　（サン・リフレ函館）（函館市大森町２番１４号）
■手 数 料
　受験料　７，０００円

■その他
　○�試験実施に際し、変更がある場合は一般財
団法人札幌下水道公社のホームページでお
知らせします。

　○�試験問題の形式については、日本下水道協
会のホームページをご覧ください。

　　※試験前講習会はありません。
　○�試験用問題集・テキストが必要な方は、下
記まで直接お問い合わせください。

　　《購入問い合わせ先》
　　 東京官書普及㈱　☎03－3292－3701
　　 ※購入は任意です。
　　 ※ホームページからも購入できます。

令和８年度北海道排水設備工事責任技術者試験について

　７月３日㈮、役場庁舎で町と一般社団法人全日本司厨士協会北海道地方本部（以下、「同協
会」）による『食を通じた地域活性化に関する連携協定』の締結式が行われ、工藤町長と同協会の
舟橋幹事長が協定書に署名しました。
　この協定は、昨年発表した『賢食宣言』のもと進めてき
た食による地域活性化の取り組みをさらに発展させるた
め、町と同協会が連携を強化するものです。
　工藤町長は「料理人のプロの目線で地域食材の新たな
可能性が広がる。将来的には檜山全体の発展につなげた
い。」と期待を寄せました。
　７月４日㈯には『上ノ国ガストロノミー２０２６』が開
催され、食を通じた地域の魅力発信と地域活性化への新た
な一歩となりました。

食で地域の未来をつくる　連携協定を締結

　７月７日㈫、役場正面玄関で『第７６回社会を明るくする運動内閣総理大臣メッセージ伝達式』
および『青少年の非行・被害防止道民総ぐるみ運動北海道知事メッセージ伝達式』が行われました。
　この運動は、犯罪や非行のない社会の実現を目指すとともに、罪を犯した人たちの立ち直りを地
域全体で支えることを目的とした全国的な取り組みです。
　内閣総理大臣からのメッセージでは、立ち直りを支える輪を広げながら、安全・安心な社会の実
現に向けて一人ひとりができることを考え、行動してほし
いとの思いが伝えられました。
　また、北海道知事からは、青少年の非行・被害防止全国
強化月間に合わせて、地域が一体となった防止活動を進め
ていくことが呼びかけられました。
　メッセージを受け取った疋田副町長は、犯罪のない安
全・安心なまちづくりを推進していく決意を述べ、最後に
参加者全員で「社会を明るくする運動」の五つの誓いを唱
和し、運動への意識を新たにしました。

『第７６回社会を明るくする運動内閣総理大臣メッセージ伝達式』および
『青少年の非行・被害防止道民総ぐるみ運動北海道知事メッセージ伝達式』
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８ 月 は 「 北 方 領 土 返 還 要 求�
運 動 強 調 月 間 」 で す ！

自衛隊では、次の表により、自衛官等の採用試験を予定しています。

１.�詳細は、自衛隊江差地域事務所（℡：０１３９−５２−２４７６、E-mail：hakodate.pco-esashi@rct.
gsdf.mod.go.jp）へお問い合わせください。担当：西田、小田島

２.インターネットを使用した応募もできます。（「自衛官等インターネット応募サイト」を検索）

自衛官等採用試験の日程について

問い合わせ先　�渡島・檜山地方税滞納整理機構�
☎０１３８－４７－９５９９

令和７年度徴収実績と令和８年度引受状況について

　当機構は、渡島・檜山管内（函館市を除く１７
市町）の地方税の滞納額の縮減を図るため、市町
に代わり、差押えや公売などの強制的な滞納整理
を行っている一部事務組合です。
　これまで、納税に誠意のない方に対しては、毅
然とした態度で対応して滞納整理を進めてまいり
ました。
　今年度も、財産調査を強化して滞納整理を進
め、収入確保はもちろんのこと、納税されている
方と納税に誠意のない方との税負担の公平を図っ
ていきます。

問い合わせ先：�施設課　土木建築グループ�
☎０１３９−５６−８３７０

　空き家などの有効活用や、老朽化による倒壊、
建材の飛散、景観の悪化などを未然に防ぐ対策
を検討するため、７月下旬から町内全域で空き
家などの実態調査を実施しています。
　調査は民間事業者に委託しており、町の腕章
を着用し、身分証を携行した調査員が町内を巡
回しています。調査期間は１１月下旬までを予
定しています。
　皆様のご理解とご協力をお願いし
ます。

現在、町内空き家の実態調査を実施中です現在、町内空き家の実態調査を実施中です

縁の家８月８月開催のお知らせ

フリーマーケットも開催します。
参加を希望される方はお気軽に会場へお越しください。

■場所：旧・工藤商店（字上ノ国182番地）
■時間：10：00〜12：00　■利用料：200円
■問い合わせ先：縁の家　リーダー 岡　☎090−4872−9633

８月29日㈯に開催します。

募集種目 資格 受付期間など 試験期日
２等陸・海・空士
（陸・海・空）

18歳～32歳

年間を通じて行っています。

一般曹候補生
（陸・海・空） 7/1～9/1

１次：9/16～9/27、２次：10/17～11/1
※受験地：�函館（それぞれの期間中のいずれか１日

を指定できます）

航空学生
（海・空） 18歳～24歳 7/1～8/28

第１回　１次：9/19
第２回　�１次：9/26�

２次：10/15～10/22�
３次：�（海）11/20～12/16�

（空）11/14～12/17
防
衛
大
学
校

一般試験
（�推薦などの
試験もあり
ます。）

18歳～20歳

7/1～10/15
１次：10/31
２次：�11/27～12/2�

※いずれか１日を指定されます。

防
衛
医
科
大
学
校

医学科 7/1～10/8
１次：10/25
２次：�12/17～12/19�

※いずれか１日を指定されます。

看護学校 7/1～10/2
１次：10/17
２次：�12/5・12/6�

※いずれか１日を指定されます。

渡島・檜山地方税滞納整理機構

令和７年度
徴収実績

引 受 人 数 261人
滞 納 処 分 件 数 242件
動 産 差 押
（自宅などの捜索） 46件

徴 収 金 額 1億1,524万円
徴 収 率 58.91％

令和８年度
引受状況

引 受 人 数 257人
引 受 金 額 1億8,416万円
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１ 児童手当児童手当とは

２ 児童扶養手当児童扶養手当とは

３ 特別児童扶養手当特別児童扶養手当とは

問い合わせ先　住民課　住民環境グループ　☎０１３９−５５−２３１３

※�手当を受給するためには役場住民課において申請が必要になります
ので、忘れずに申請してください。
※�支給要件については、町ホームページに掲載していますのでご覧い
ただくか、役場住民課までお問い合わせください。

※所得制限などにより、支給停止される場合があります。

児童手当、児童扶養手当、特別児童扶養手当について

　家庭などにおける生活の安定と次代の社会を担う児童の健やかな成
長を社会で応援することを目的に、手当が支給される制度です。
〇支給対象となる児童
　１８歳到達後の最初の年度末までの児童
〇支給額 第１子・第２子 第３子以降

３歳未満 15,000円
30,000円３歳以上18歳到達後の

最初の年度末まで 10,000円

※子どもの人数には、経済的負担のある２２歳到達後の最初の年度末までの児童を含みます。

　父母の離婚や死別などにより、ひとり親となった家庭などの生活の安定や自立の促進、児童の福
祉の増進を図ることを目的に、手当が支給される制度です。
〇支給対象となる児童
　・１８歳到達後の最初の年度末までの児童
　・心身に一定の障がいがある場合は、２０歳未満の児童
〇支給額 全部支給額 一部支給額

児童１人の場合 48,050円 48,040円〜11,340円
児童２人以上の加算額 11,350円 11,340円〜５,680円

※所得制限などにより、減額支給または全額支給停止される場合があります。
〇現況届
　�児童扶養手当を受給している方へ、例年７月末頃に現況届の通知を発送していますので、受付期
間中に提出してください。

　精神または身体に一定の障がいを有する２０歳未満の児童の福祉増進を図ることを目的に、手当
が支給される制度です。
〇支給対象となる児童
　２０歳未満で心身に一定の障がいを有する児童
〇支給額 １級 58,450円

２級 38,930円
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入札結果のお知らせ（７月７日執行分まで）
＊予定価格の公表は、一般競争入札または指名競争入札に付するもので、建設工事および委託業務が対象となっています。
＊�金額は全て消費税および地方消費税相当額を含んだ額です。なお、予定価格を公表しない指名競争入札は落札率を記
載していません。（落札率　小数点第１位未満四捨五入）

入札日 工事名・業務名 予定価格 落札業者 落札金額 落札率

5/12 一般事務用車（普通自動車）
購入業務（その１） ― 株 式 会 社 小 林 建 設 2,351,030円 ―

5/12 花沢館跡整備工事 30,459,000円 株 式 会 社 小 林 建 設 29,700,000円 97.5%
5/12 町道豊留通学線道路舗装工事 30,668,000円 京谷建設工業株式会社 30,184,000円 98.4%
5/12 勝山館跡園路整備工事 17,468,000円 株 式 会 社 丸 善 建 設 17,160,000円 98.2%

5/26 量水器購入業務 ― 有 限 会 社 上 ノ 国
電 気 工 業 所 8,162,000円 ―

5/26 一般事務用車（普通自動車）
購入業務（その２） ― 有 限 会 社 澤 出

自 動 車 整 備 工 場 2,317,462円 ―

5/26 桂岡地区集会施設長寿命化改
修工事 70,136,000円 株 式 会 社 若 狭 組 68,750,000円 98.0%

5/26 高校裏通り線歩道整備工事 43,483,000円 株 式 会 社 若 狭 組 42,460,000円 97.6%

5/26 空家等実態調査委託業務 9,999,000円 株 式 会 社 シ ン
技 術 コ ン サ ル 9,570,000円 95.7%

6/10 量水器取替工事 6,985,000円 有 限 会 社 光 土 建 6,787,000円 97.2%

6/10 簡易水道施設更新工事（内郷
工区） 47,520,000円 豊 成 建 設 株 式 会 社 46,530,000円 97.9%

6/10 街路灯ＬＥＤ化改修工事（そ
の１） 18,634,000円 株 式 会 社 北 栄 電 設 18,260,000円 98.0%

6/10 街路灯ＬＥＤ化改修工事（そ
の２） 18,634,000円 有 限 会 社 上 ノ 国

電 気 工 業 所 18,370,000円 98.6%

6/10 役場庁舎外消防用設備等保守
点検委託業務 5,170,000円 有 限 会 社 上 ノ 国

電 気 工 業 所 5,060,000円 97.9%

6/10 河北小学校外消防用設備等保
守点検委託業務 3,443,000円 株 式 会 社 北 栄 電 設 3,366,000円 97.8%

6/10 大留地区複合施設外防火対象
物保守点検委託業務 2,552,000円 有 限 会 社 上 ノ 国

電 気 工 業 所 2,500,300円 98.0%

6/10 下住川橋長寿命化修繕工事調
査設計委託業務 8,217,000円 株 式 会 社 シ ー ・

イ ー ・ サ ー ビ ス 7,700,000円 93.7%

6/10 公営住宅中崎団地建替工事実
施設計委託業務（６・７号棟） 18,282,000円

日本データーサービス
株 式 会 社 17,160,000円 93.9%

6/10 上ノ国歯科診療所医療機器購
入業務（診察台） ― 株 式 会 社 シ マ ヤ

函 館 営 業 所 4,249,300円 ―

6/23 漁業集落排水施設改築工事
（電気設備） 12,177,000円 株 式 会 社 北 栄 電 設 11,990,000円 98.5%

6/23 落合橋長寿命化修繕工事 10,890,000円 株 式 会 社 カ イ ト 10,538,000円 96.8%

6/23 高齢者保健福祉計画・介護保
険事業計画策定委託業務 6,336,000円 大 和 産 業 株 式 会 社 3,058,000円 48.3%

6/23 役場庁舎外定期床清掃委託業
務 1,815,000円 ワ キ タ 総 合 管 理

株 式 会 社 1,760,000円 97.0%

6/23 河北小学校外定期床清掃委託
業務 1,826,000円 ワ キ タ 総 合 管 理

株 式 会 社 1,766,600円 96.7%

7/  7 町道路肩草刈その３委託業務 2,662,000円 有 限 会 社 桧 山 工 業 2,585,000円 97.1%

7/  7 水道事業ビジョン等改定委託
業務 8,712,000円 日本水工設計株式会社

札 幌 事 務 所 8,140,000円 93.4%

7/  7 上ノ国高等学校寄宿舎基礎等
建設工事実施設計委託業務 1,914,000円 株 式 会 社 建 築 企 画

山 内 事 務 所 1,793,000円 93.7%
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問い合わせ先　保健福祉課　地域包括支援センター　☎０１３９－５５－４４６０

　町では、一人で暮らす高齢者や障がいのある方などが安心して過ごせるよう、８月から「見守り
サービス助成事業」を開始しました。ヤマト運輸㈱が提供する『クロネコ見守りサービス　ハロー
ライト訪問プラン』を利用する方に対して、費用の９割を助成します。
　本事業は、離れて暮らすご家族の不安軽減と地域で安心して暮らし続けられる環境づくりにつな
がることを目的としています。

　トイレや廊下など、毎日使用する電球を『ハローライト電球』に交換するだ
けで、離れたご家族を見守るサービスです。取り付けもヤマト運輸のスタッフ
が行います。

見守りサービス見守りサービス助成事業助成事業

○『クロネコ見守りサービス　ハローライト訪問プラン』とは？

❶電球に２４時間ＯＮ／ＯＦＦの動きがない場合に異常を検知します。
❷あらかじめ登録したメールに通知します。（通知先は最大４名まで登録可能）
❸ご依頼に応じてヤマト運輸のスタッフが代理で訪問します。

○費用
　月額　１,７３８円（税込）　　※電気代は自己負担。

○対象者
　町内に在住し、独居で以下に当てはまる方
　・６５歳以上の高齢者
　・障害者手帳（身体、知的、精神）を所持する方
　・自立支援医療受給者証（精神通院）を所持する方
　・難病患者の方（※１）
　　※１　�特定医療費（指定難病）受給者証、医師の診断書または�

意見書など、難病であることを証明する書類が必要です。

○手続き方法
　①『ハローライト訪問プラン』へ申し込み、所定の申請書を町へ提出します。
　　※申し込み後、ヤマト運輸のスタッフが取り付けに伺い、利用開始となります。
　②領収書などを添付し、助成申請します。
　③町から月額利用料金の９割が助成されます。

有料広告

ワイン
全品20%OFF

　上ノ国ワイナリーは、６月８日に開催された「第９回 日本ワ
イナリーアワード®２０２６」において、『コニサーズワイナ
リー』として選出されました。
　皆様への感謝の気持ちを込めて、期間限定でワイン全品２０％
ＯＦＦで販売します。
■期　間　８月１日から９月３０日まで
■対象者　町内にお住まいの方　※購入の際に身分証を提示ください。

問い合わせ先 上ノ国ワイナリー ☎０１３９－５６－１２６０

町民限定
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カミＧＯ！上ノ国町デマンド交通
（受付時間　９：００〜１７：００）
※年末年始（１２／２９〜１／３）を除く予約番号 ☎0120−98−0005
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人口 ３,９２９ 人 （＋ ４）
男 １,８３９ 人 （＋ ２）
女 ２,０９０ 人 （＋ ２）
世帯数 ２,２９７ 世帯（＋ ４）

町の人口と世帯数
（令和８年６月末現在）
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８／　１ 道南勤医協江差診療所 （昼間）☎０１３９－５２－１３６６
道立江差病院 （夜間）☎０１３９－５２－００３６

８／　２ 道立江差病院 ☎０１３９－５２－００３６
８／　８ 乙部町国保病院 （昼間）☎０１３９－６２－２３１１

道立江差病院 （夜間）☎０１３９－５２－００３６
８／　９ 上ノ国診療所 （昼間）☎０１３９－５５－２０１７

道立江差病院 （夜間）☎０１３９－５２－００３６
８／１１ 道立江差病院 ☎０１３９－５２－００３６
８／１５ 厚沢部町国保病院 （昼間）☎０１３９－６４－３０３６

道立江差病院 （夜間）☎０１３９－５２－００３６
８／１６ 道南勤医協江差診療所 （昼間）☎０１３９－５２－１３６６

道立江差病院 （夜間）☎０１３９－５２－００３６
８／２２ 上ノ国診療所 （昼間）☎０１３９－５５－２０１７

道立江差病院 （夜間）☎０１３９－５２－００３６
８／２３ 道立江差病院 ☎０１３９－５２－００３６
８／２９ 厚沢部町国保病院 （昼間）☎０１３９－６４－３０３６

道立江差病院 （夜間）☎０１３９－５２－００３６
８／３０ 乙部町国保病院 （昼間）☎０１３９－６２－２３１１

道立江差病院 （夜間）☎０１３９－５２－００３６
病院の都合により変更となることがありますので、新聞や消防などで確認してください。

土曜・日曜・祝日の当番医

問い合わせ先　江差警察署　警務課　☎０１３９－５２－０１１０

■受付期間
　７月１日㈬から８月１４日㈮
　午後５時００分まで

■採用予定人数
　男性Ａ区分　　４０名程度　女性Ａ区分　２０名程度
　男性Ｂ区分　１４０名程度　女性Ｂ区分　５０名程度

令和８年度（第２回）北海道警察官採用試験について

区　分 受　　験　　資　　格

Ａ区分
学　歴 学校教育法による大学（短期大学を除く。）などを卒業した方または

令和９年３月末日までに卒業見込みの方
年　齢 平成３年４月２日から平成２１年４月１日までに生まれた方

Ｂ区分
学　歴 Ａ区分以外の方
年　齢 平成３年４月２日から平成２１年４月１日までに生まれた方

いつまでもおしあわせに

大　留 斉藤　竜星さん
大　留 柳田里余菜さん

よろこび・かなしみ （７月１４日届出分まで）

※掲載の了解をいただいた方のみご紹介しています。
※地名表記については、所属の町内会を掲載しています。
※氏名については正字に置き換えて掲載しています。

おくやみもうしあげます

中須田 八田　　仁さん ６８歳 ７/　２
新　村 山下　敏子さん ９３歳 ６/１９
大　留 目黒　芳秋さん ９０歳 ７/１３
大　崎 蛯名　フミさん ９０歳 ７/１２
石　崎 池田　キサさん 100歳 ６/１５
小砂子 若狭　利一さん ８９歳 ６/１６

おたんじょうおめでとう

大　留 斗内　　初（うい）ちゃん
○父　 啓吾さん　○母　 萌巳さん

小砂子 花田　兼続（かねつぐ）ちゃん
○父　 忍さん　　○母　 愛さん
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